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今後の展望 
FFRI yaraiを皮切りにシステム全体のセキュリティレベルを底上げしていく 

青山学院ではサイバーセキュリティ脅威動向に合わせ、今
後もセキュリティ対策の強化を検討していく予定です。 
 
 「今回のFFRI yaraiの導入でエンドポイントはセキュリ
ティレベルの底上げができたと考えています。今後検討して
いくのは、例えばFFRI yaraiのサーバーへの導入等、異
なるレイヤーのセキュリティレベルの底上げです。迫り来るサ
イバーセキュリティ脅威に対抗するには、様々なレイヤーの
セキュリティレベルの底上げをすることでシステム全体のセ
キュリティレベルの引き上げを図っていく必要があると考えて
います」（田島氏） 

導入の効果 
不審なファイルを検知、他のソフトとの干渉もなく、安定した運用を実現 

FFRI yaraiは事務システム部が管理する全ての端末に導入されています。 
 
 「事前評価フェーズにおいて部内でFFRI yaraiをテストしたところ、ユーザーが意識していない疑わしいファイルが検
知できたことから、導入前からFFRI yaraiには期待を持っていました。そのファイルはウイルス対策ソフトでは検知でき
ませんでした」（清水氏） 
 
導入前にはユーザーにFFRI yaraiの製品情報を提供し、各部署のシステム担当者を対象にしたFFRI yaraiに関
する説明会も実施しました。 「全端末導入後も他のソフトとの干渉もなく、安定した運用ができています。管理コン
ソールでの状況確認等もわかりやすいと思いました」（辻井氏） 
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導入の経緯 
決め手はFFRI yaraiの日本年金機構を狙ったマルウェア防御実績 

そんな中、学内常駐員から「エンドポイントでふるまい検知・防御する製品がある」と紹介されたのがFFRI yaraiでし
た。 
 
「FFRI yaraiの製品説明を販売店から受けた際、まさに標的型攻撃対策の必要性を考えるきっかけになっていた、
日本年金機構を狙ったマルウェア「Emdivi」のリアルタイムでの防御実績があったことは、今回の製品選定に大きく影
響しました」（中丸氏） 
 
 「製品が純国産であることも安心感につながりました。海外製品では表記がわかりにくいことがあります。また問い合
わせをする際も、外資系企業では海外の本社に確認する必要がある場合に回答までにタイムラグが生じることもあり
ます。その点、日本企業ならコミュニケーションが取りやすいと思いました」（辻井氏） 
 
その他、コスト面についてもFFRI yaraiの教育機関向け特別ライセンス「アカデミック・ライセンス」費用が適用された
こともあり、このたびFFRI yaraiの導入が決定しました。 
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